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県立鷹巣農林高等学校創立百周年記念式典／直木賞作家　渡辺喜恵子先生を偲ぶ会�

　
北
秋
田
市
ゆ
か
り
の
直
木
賞
作
家
の
功

績
を
語
り
継
ぐ「
渡
辺
喜
恵
子
先
生
を
偲

ぶ
会（
能
代
北
高
等
学
校
松
蔭
会
鷹
巣
支

部
＝
小
林
晉
子
会
長
＝
主
催
）」が
10
月
11

日
、市
文
化
会
館
と
み
ち
の
く
子
供
風
土

記
館
で
開
か
れ
、親
交
の
あ
っ
た
人
な
ど

約
２
５
０
人
が
参
加
し
て
、渡
辺
さ
ん
の

思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。�

　
渡
辺
さ
ん
は
、大
正
３
年
仙
北
郡
檜
内

村（
現
仙
北
市
）生
ま
れ
。２
歳
の
と
き
に

父
の
仕
事
の
関
係
で
旧
鷹
巣
町
に
転
居
し
、

能
代
高
等
女
学
校
ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
34
年
に「
馬
渕
川
」で
直
木
賞
を
受
賞
。

主
な
作
品
に「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」や「
万

灯
火
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。平
成
９
年
に
脳

梗
塞
の
た
め
82
歳
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、渡
辺
さ
ん
の
後
輩
に
あ

た
る
鷹
巣
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６
年
生

23
人
が
、「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」に
描

か
れ
た
80
年
前
の
鷹
巣
の
街
並
み
や
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
、元
気
よ
く
は
っ
き
り
し

た
言
葉
で
読
み
上
げ
ま
し
た
。児
童
一
人

ひ
と
り
の
朗
読
が
終
わ
る
た
び
に
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、能
代
北
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、直

木
賞
を
受
賞
し
た「
馬
渕
川
」を
、朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア「
や
ま
び
こ
」の
メ
ン
バ
ー
が

「
湯
治
場
風
土
記
」を
表
情
豊
か
に
朗
読
し
、

作
品
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。�

　
第
２
部
で
は
、渡
辺
さ
ん
と
親
交
が
深

か
っ
た
女
優
の
浅
利
香
津
代
さ
ん
が「
渡

辺
先
生
の
思
い
出
話
」と
題
し
て
講
演
。浅

利
さ
ん
は
１
９
９
８
年
に
秋
田
県
内
や
東

京
都
で
公
演
さ
れ
た
、渡
辺
さ
ん
の
作
品

「
タ
ン
タ
ラ
ス
の
虹
」を
原
作
と
す
る
一
人

芝
居「
足
の
裏
の
神
様
」が
初
日
を
迎
え
る

ま
で
の
経
緯
や
、作
品
へ
の
思
い
入
れ
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、隣
接
す
る「
み
ち
の
く
子
供

風
土
記
館
」に
場
所
を
移
し
、餅
つ
き
や
だ

ま
こ
鍋
で
会
食
し
な
が
ら
、渡
辺
先
生
の

生
前
の
逸
話
や
渡
辺
文
学
の
魅
力
を
語
り

合
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。�

▲朗読リレーなどで渡辺さんの功績を振り返
った「渡辺喜恵子先生を偲ぶ会」

�

�

直
木
賞
作
家 

渡
辺
喜
恵
子
先
生
を
偲
ぶ
会�

朗
読
リ
レ
ー
で
名
作
を
語
り
継
く�

県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典�

翠
緑
萬
古
　
輝
く
一
世
紀
の
歩
み�

　
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校（
佐
藤
英
樹

校
長
、生
徒
数
２
６
３
人
）の
創
立
百
周
年

記
念
式
典
が
10
月
10
日
、同
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。関
係
者
や
卒
業
生
、在
校

生
な
ど
約
９
０
０
人
が
出
席
し
、地
域
と

歩
ん
だ
一
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、新
た
な
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。�

　
同
校
は
、明
治
42
年
に
本
県
と
し
て
は

初
め
て
の
郡
立
実
業
学
校
と
な
る
北
秋
田

郡
立
農
林
学
校
と
し
て
旧
鷹
巣
町
七
日
市

に
開
校
し
ま
し
た
。大
正
２
年
に
新
校
舎

が
現
在
の
伊
勢
堂
岱
に
完
成
し
、県
立
農

林
学
校
と
し
て
歩
み
出
し
ま
し
た
。昭
和

25
年
に
町
立
鷹
巣
高
等
女
学
校
の
普
通
科
、

被
服
科
を
併
合
し
、総
合
制
高
校
と
な
り
、

昭
和
42
年
に
普
通
科
、家
政
科
が
県
立
鷹

巣
高
等
学
校
と
し
て
分
離
・
独
立
し
て
、農

林
専
門
高
校
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。�

 

式
典
で
は
、佐
竹
県
知
事
が「
文
武
に
渡

る
業
績
は
、多
く
の
県
民
の
知
る
と
こ
ろ

で
、実
学
を
重
視
し
た
教
育
は
大
き
な
成

果
を
上
げ
、卒
業
生
は
農
業
、林
業
、土
木

分
野
の
み
な
ら
ず
政
界
、教
育
界
な
ど
幅

広
く
活
躍
し
て
い
る
」と
し
て
、卒
業
生
ら

が
、秋
田
県
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
き

た
こ
と
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、佐
藤
校
長
は「
一
世
紀
の
足
跡

は
伊
勢
堂
の
森
で
育
ま
れ
た
鷹
農
魂
が
引

き
継
が
れ
刻
ま
れ
た
も
の
、地
域
の
期
待

に
も
自
分
の
足
下
を
固
め
、何
事
に
も
最

善
を
尽
く
す
こ
と
が
さ
ら
な
る
飛
躍
に
結

び
つ
く
。輝
か
し
い
百
年
の
歴
史
と
伝
統

を
23
年
に
開
校
さ
れ
る
北
秋
田
地
区
総
合

高
校
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
」と
今
後
の
発

展
を
誓
い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、３
年
生
の
嶺
脇
義
和
生
徒
会

長
は「
入
学
以
来
、３
年
生
は
百
周
年
を
司

る
最
上
級
生
と
し
て
、２
年
生
は
農
林
高

校
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、１
年
生
は
統

合
高
校
の
第
１
期
生
と
し
て
、歴
史
と
伝

統
に
恥
じ
な
い
よ
う
心
が
け
て
き
ま
し
た
」

な
ど
と
在
校
生
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。�

▲関係者・同窓生・在校生など約900人が出席し、
節目を祝った鷹巣農林高校創立百周年記念式典

く
に
こ�
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鷹巣東小学校創立130周年記念式典／市長ダイアリー�

　
北
秋
田
市
立
鷹
巣
東
小
学
校（
成
田
葉

子
校
長
、児
童
数
１
１
３
人
）の
創
立
１
３

０
周
年
記
念
式
典
が
10
月
18
日
、同
校
体

育
館
で
開
か
れ
、児
童
や
地
域
住
民
、Ｐ
Ｔ

Ａ
関
係
者
、卒
業
生
ら
約
４
０
０
人
が
出

席
し
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と

と
も
に
節
目
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。�

　
同
校
は
明
治
12
年
６
月
、栄
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。明
治
14
年
に
は
太

田
分
校
が
設
立
、明
治
36
年
に
は
太
田
と

摩
当
に
２
校
が
設
立
さ
れ
、昭
和
３
年
に

太
田
、摩
当
の
両
校
が
統
合
し
榮
尋
常
小

学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和

22
年
に
栄
小
学
校
と
改
称
さ
れ
、昭
和
30

年
の
町
村
合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
立
栄
小
学

校
と
改
称
さ
れ
、現
在
の
場
所
に
旧
校
舎

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、昭
和
45
年

に
現
在
の
校
名
鷹
巣
東
小
学
校
に
改
称
、

昭
和
54
年
に
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、

平
成
５
年
４
月
に
現
在
の
校
舎
が
建
て
ら

れ
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。�

　
成
田
校
長
は「
昭
和
３
年
に
太
田
と
摩

当
の
学
校
が
統
合
し
榮
尋
常
小
学
校
と
な
っ

た
と
き
に
、栄
村
か
ら
贈
ら
れ
た『
天
壌
無

窮
』の
書
が
今
も
校
長
室
の
前
に
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。学
校
が
永
遠
に
長
く
続
く
事

を
願
う
、村
の
強
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。東
っ
子
の
皆
さ
ん

は
、そ
れ
ぞ
れ
記
し
た
大
き
な
夢
が
実
現

す
る
よ
う
に
、自
分
が
今
、何
を
し
た
ら
よ

い
か
を
考
え
、強
い
心
を
持
っ
て
努
力
し

続
け
て
ほ
し
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
こ
の
後
、全
校
児
童
に
よ
る『
よ
び
か
け
』

で
は
、「
１
３
０
年
の
間
に
ど
れ
だ
け
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

悲
し
い
こ
と
も
、う
れ
し
い
こ
と
も
、こ
の

小
学
校
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
」、「
ぼ
く
た
ち
や
わ
た
し
た
ち
に
、

た
く
さ
ん
の
先
輩
た
ち
が
い
た
こ
と
を
、

先
輩
た
ち
の
汗
を
忘
れ
ま
せ
ん
」、「
鷹
巣

東
小
学
校
１
３
０
周
年
お
め
で
と
う
、そ

し
て
あ
り
が
と
う
」な
ど
と
披
露
し
、会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。�

▲全校児童による「よびかけ」で学校の歴史を
振り返った鷹巣東小学校創立130周年記念式典

▲臨時議会で答弁する津谷市長
（10/15）

鷹
巣
東
小
学
校
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典�

「
ゆ
た
か
で 

か
し
こ
く 

た
く
ま
し
く
」�

◇
９
月
16 
日
〜
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂）�市議会第５回臨時会（議事堂）�市議会第５回臨時会（議事堂）�

て
ん
じ
ょ
う
む�

き
ゅ
う�

９
月
18
日（
金
）▽
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日（
議
事
堂
）

19
日（
土
）▽
合
川
地
区
敬
老
式（
合
川
体
育
館
）▽
宗
　
忌
茶
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
全
国
養
成
塾
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
情
報
交
換
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文

化
セ
ン
タ
ー
）

20
日（
日
）▽
第
３
回「
軽
ト
ラ
市
」（
駅
前
商
店
街
）▽
鷹
巣
地
区
敬
老
式（
中
央
公

民
館
）�

25
日（
金
）▽
秋
田
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
議
会
定
例
会（
秋
田
市
）�

26
日（
土
）▽
主
要
地
方
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線
都
市
計
画
道
路
太
田
川
井
線
安
全
祈

願
祭
、開
通
式（
同
所
）�

27
日（
日
）▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
閉
会
式
、後
夜
祭（
交
流
セ
ン
タ
ー
）�

29
日（
火
）▽
第
26
回
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
材
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）�

30
日（
水
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

10
月
1
日（
木
）▽
秋
田
県
民
生
協
会
開
園
祭（
い
こ
い
の
広
場
）�

２
日（
金
）▽
鷹
巣
野
球
ク
ラ
ブ
、第
31
回
全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会
優
勝
報
告（
本

庁
舎
）▽
第
１
５
３
回
秋
田
県
市
長
会
定
例
会（
鹿
角
市
）�

４
日（
日
）▽
第
２
回
あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア
強
化
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
▽
第
４
回

北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会�

６
日（
火
）▽
北
秋
田
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部
審
査
会（
中
央
公
民
館
）▽
北
秋
田
市

と
秋
田
大
学
と
の
連
携
協
定
締
結
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
）�

７
日（
水
）▽
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
株
式
会
社
臨
時
株
主
総
会
、定
例
取
締
役
会（
阿
仁
庁
舎
）�

９
日（
金
）▽
畠
山
伸
吾
氏
、第
92
回
秋
田
県
畜

産
共
進
会
農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞

報
告（
本
庁
舎
）�

10
日（
土
）▽
鷹
巣
農
林
高
校
創
立
１
０
０
周

年
記
念
式
典
、記
念
祝
賀
会（
鷹
巣
農

林
高
校
、鷹
巣
体
育
館
）�

13
日（
火
）▽
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
状
伝
達
式

（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全

員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
第
１
回
秋
田
県
・

市
町
村
協
働
政
策
会
議（
秋
田
市
）�

15
日（
木
）▽
市
議
会
第
５
回
臨
時
会（
議
事
堂
）�

�
そ
う
へ
ん
き�


